
別紙４ 外部でのデータ更新及び同一物質を扱う際の注意点  

 

別紙４．１． 支援ソフトの概要 

 

支援ソフトは事業者において一人の担当者が自身のパソコンで使用することを前提としているため、複数の担当者による複数のパソコン

でのデータ作成を想定したソフトにはなっていません。 

また、届出に際し、同一物質（「物質名称－官報整理番号－CAS登録番号」の組合せが同じ物質）を重複して届出ることはできませんので、 

支援ソフトでは同一物質のデータを重複して登録できないようにしています。そのため、１事業者が複数の事業所で支援ソフトを用いて届出

データを作成する場合は、同一物質の重複に注意する必要があります。 

同一物質を複数の事業所で扱っている場合は、取りまとめ部署において同一物質を集約してください。 

なお、集約にあたっては「別紙４．２．支援ソフト以外においてデータ更新を行う際の留意点」及び「別紙４．３．同一物質の取りまとめ

方法について」を参照してください。 

 

別紙４．２． 支援ソフト以外においてデータ更新を行う際の留意点 

 

支援ソフトからエクスポートした CSV 形式のファイルを Excel2013 で開いた場合、Excel に備わっている機能により CAS 登録番号が日付に

変換されたり「005」等のコード番号表記が「005」ではなく「5」という数字に変換されたりします。 

そのため、支援ソフト以外で修正した届出データを支援ソフトにインポートする際には、このような Excel機能による自動変換を防ぐため、

以下の方法で CSVファイルを読み込む必要があります。 

以下に Excelの参考例を示します。 

  



① [データ]の[外部データの取り込み]の[テキストファイル]をクリックします。 

 

 

  



 

② 取り込みを行う CSVファイルを選択し、[インポート]をクリックします。 

 

 

  



 

③ [カンマやタブなどの区切り文字によってフィールドごとに区切られたデータ]を選択し、[次へ]をクリックします。 

 

 

  



④ [カンマ]にチェックを付け、[次へ]をクリックします。 

 

 

  



⑤ データのプレビューで全てを選択し、[文字列]を選択します。 

 

 

 

 

最左列を選択し、右にスクロールし、最右列をシフトを

押しながらクリックすると、全体が選択できます。 



⑥ データのプレビューで数値が入力されている列を選択し、[G/標準]を選択します。 

 

 

  

数値の列は複数存在するため、[G/標準]にする作業を繰

り返します。 



⑦ [完了]をクリックします。 

 

  



⑧ [既存のワークシート]の左上のセルまたは[新規ワークシート]を選択して、[OK]をクリックします。 

 

 

  



シートにデータが入力されます。 

 

 

 

 

  



 

別紙４．３． 同一物質の取りまとめ方法について 

 

同一物質を取りまとめる方法の一例を説明します。ここでは、２事業所の情報を取りまとめる場合の例を示します。 

 

４．３．１．  各事業所での届出書データのエクスポート  

 

各事業所において、支援ソフトから届出書データをエクスポートします。 

エクスポートされたファイルを、届出書データ CSVファイルと呼びます。 

各事業所は、届出書データ CSVファイルを取りまとめ部署に提供します。 

 

４．３．２．  CSV ファイルの集約  

 

取りまとめ部署は、各事業所からの届出書データ CSVファイルを表計算ソフトに取り込みます。 

いずれかの事業所の届出書データ CSVファイルを取りまとめ用ファイルに決めます。 

他の事業所の同一物質のデータを取りまとめファイルに貼り付けます。 

 

 

 

 

 

 

 



①取りまとめ用データの画面 

 

図 4.3.2.1 



②他の事業所の同一物質のデータの画面 

 

図 4.3.2.2 



③図 4.3.2.1のデータをエクスポートしエクセルで開いたデータ 

 

図 4.3.2.3 

※4.2支援ソフト以外においてデータ更新を行う際の留意点を参照してファイルを開く 

（都道府県のデータなど 0で始まるデータが桁落ちするため） 

 

 

 

 



④図 4.3.2.2のデータをエクスポートしエクセルで開いたデータ 

 

図 4.3.2.4 

※4.2支援ソフト以外においてデータ更新を行う際の留意点を参照してファイルを開く 

（都道府県のデータなど 0で始まるデータが桁落ちするため） 

 

 



⑤年度計_製造数量、年度計_輸入数量、年度計_製造・輸入合計数量、出荷数量合計の修正 

●図 4.3.2.5（合算前の取りまとめ用ファイル） 

  

●図 4.3.2.6（他事業所の同一物質データ） 

 

●図 4.3.2.7（他事業所のデータを合算した後の取りまとめファイル） 

 

 

 

取りまとめファイル(図 4.3.2.5)に他の事業所の同一物質(図 4.3.2.6)の「年度計

_製造数量」、「年度計_輸入数量」、「年度計_製造・輸入数量合計」、「出荷数量合

計」をそれぞれ加算した値に修正する。 



⑥製造事業所の取りまとめ 

●図 4.3.2.8（挿入前の取りまとめ用ファイル） 

 

●図 4.3.2.9（他事業所の同一物質データ） 

 

●図 4.3.2.10（他事業所のデータを挿入した後の取りまとめファイル） 

 

 

 

取りまとめファイル(図 4.3.2.8)に他の事業所の同一物質

(図 4.3.2.9)の「製造事業所名」、「製造事業所都道府県番

号」、「製造事業所所在地」を挿入する。 

取りまとめファイル(図 4.3.2.8)に他の事業所の同一物質(図 4.3.2.9)の製造事業所の件数を加算

した値に修正する。修正後の取りまとめファイル(図 4.3.2.10) 



⑦都道府県の取りまとめ 

●図 4.3.2.11（挿入前の取りまとめ用ファイル） 

 

●図 4.3.2.12（他事業所の同一物質データ） 

 

-●図 4.3.2.13（他事業所のデータを挿入した後の取りまとめファイル） 

 

 

 

取りまとめファイル(図 4.3.2.11)に他の事業所の同一物質(図 4.3.2.12)の都道府県の件数を加算

した値に修正する。修正後の取りまとめファイル(図 4.3.2.10) 

取りまとめファイル(図 4.3.2.11)に他の事業所の同一物質(図 4.3.2.12)

の「都道府県番号」、「都道府県別_製造数量」を挿入する。 



⑧国・地域の取りまとめ 

 ●図 4.3.2.14（挿入前の取りまとめ用ファイル） 

 

 ●図 4.3.2.15（他事業所の同一物質データ） 

 

●図 4.3.2.16（他事業所のデータを挿入した後の取りまとめファイル） 

 

 

  

取りまとめファイル(図 4.3.2.14)に他の事業所の同一物質(図 4.3.2.15)の国・地域の件数を加算

した値に修正する。修正後の取りまとめファイル(図 4.3.2.10) 

取りまとめファイル(図 4.3.2.14)に他の事業所の同一物質(図 4.3.2.15)

の国・地域番号、国・地域別_輸入数量を挿入する。 



⑨用途の取りまとめ 

 ●図 4.3.2.17（挿入前の取りまとめ用ファイル） 

 

 ●図 4.3.2.18（他事業所の同一物質データ） 

 

 ●図 4.3.2.19（他事業所のデータを挿入した後の取りまとめファイル） 

 

図 4.3.2.19 

 

取りまとめファイル(図 4.3.2.17)に他の事業所の同一物質(図 4.3.2.18)

の「都道府県・国・地域番号」、「用途番号」、「用途番号_詳細」、「具体的

用途」、「用途別_出荷数量」を挿入する。 

取りまとめファイル(図 4.3.2.17)に他の事業所の同一物質(図 4.3.2.18)の用途の件数を加算 



 

４．３．３．  全社数値への変更  

 

製造数量、輸入数量、出荷数量等の数値を各自事業者の合計値に修正します（当該作業は支援システムにデータをインポートした後に  

実施することもできます）。総合計だけでなく、用途別の数値等も合計値にする必要がある場合もあります。 

 

 

４．３．４．  支援ソフトへのインポート  

 

取りまとめ用ファイルを支援ソフトにインポートします。 

 


